
ソーシャルスタイル研修
「言動パターン」の違いと特徴を理解することで、対人対応スキルの向上を図る

プログラム例

第１章 ソーシャルスタイル理論

思考表現度と感情表現度

ソーシャルスタイルの４分類

第２章 ソーシャルスタイルの判定
思考表現度の判定項目、感情表現度の判定項目

第３章 ソーシャルスタイルのマッピング
「身近な人」をマッピングしてみる

「有名人」をマッピングしてみる

第４章 スタイル別 交渉時対応法
①接し方 ②時間の使い方 ③意思決定してもらうには

第５章 ソーシャルスタイルを活用した「話し方」
ロールプレイング①／「対上司」の話し方

ロールプレイング②／「対顧客」の話し方

第６章 スタイル別 セルフコントロール法

本研修の概要

受講対象・人数

ソーシャルスタイルの違いをヒントに、対人対応スキルの向上を図る

研修です。ソーシャルスタイルとは、周囲が認識する「個人の言動パ

ターン」のこと。言動パターンは「思考表現度」と「感情表現度」と

いう２つの尺度で、大きく４つのタイプに分類することができます。

そして、自身と他者がどのタイプに該当するのか、それぞれのタイプ

にどのような特徴があるのかを理解することによって、相手を不快に

させない、円滑なコミュニケーションを実践できるようになります。

管理職層、中堅リーダー層、若手・新人層、内定者

※最大で30名程度

３～５時間程度

所要時間
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ソーシャルスタイル研修

受講者の声

「言動パターン」の違いと特徴を理解することで、対人対応スキルの向上を図る

学生時代、アルバイトの職場で何となく会話がかみ合わな

い人がいたのですが、ソーシャルスタイルを学んで、その

理由がわかりました。これまで、苦手だからと避けていた

人へのアプローチの仕方がわかったので、職場のコミュニ

ケーションでも試してみたいと思います。

自分とはタイプの異なる人がいるんだなということを、体

系的に理解することができました。対人コミュニケーショ

ンについて楽しく学べたのが良かったです。職場での会話

にも取り入れてみます。

ソーシャルスタイル各分類の特徴と、それに応じたコミュ

ニケーションのポイントを学べたのが良かったです。明日

からの仕事・生活に活用できる内容で、とてもためになる、

楽しい研修でした。

ソーシャルスタイルという、今まで学んだことのない研修

内容で、とても勉強になりました。この研修で学んだコ

ミュニケーションのポイントを、今後仕事でもプライベー

トでも活かしていきたいと思います。
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